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能代市奨学生選考における学資金に困難である程度及び 

学資金の貸与を必要とする程度の基準 

 

 

 

１ 目的 

 この基準は、能代市奨学金貸与条例（平成１８年能代市条例第７３号。）及

び能代市ふるさと人材育成・定住促進奨学金貸与条例（平成２０年能代市条例

第２２号。）の規定により奨学生を選考し、決定するにあたり、条例第３条第

４号及びふるさと条例第３条第４号に掲げる条件について、学資金に困難であ

る程度及び学資金の貸与を必要とする程度（以下「学資金に困難である程度」

という。）を明確にし、申請者に順位を付することで、能代市奨学選考委員会

における円滑な審議に資することを目的とする。 

 

２ 学資金に困難である程度の指標 

 次の算式１により算出した数値とする。 

 

算式１：学資金に困難である程度の指標 

 〔（算式２により算出した申請者の父母の認定所得金額を合算して得た額）

－（表３に掲げる特別控除額を合算して得た額）〕÷（表４に掲げる基準額） 

 ※計算の結果、０未満となる場合は０とする。 

 

算式２－１：認定所得金額（給与収入及び年金収入がある場合） 

 父母のうち給与収入又は年金収入が最も多い者は表１により認定所得金額を

算出し、もう一方は表２により認定所得金額を算出する。 

 

算式２－２：認定所得金額（給与収入及び年金収入以外の収入がある場合） 

父母のうち給与収入及び年金収入以外の収入がある者は、当該収入について、

能代市市税条例（平成１８年能代市条例第５６号）及び能代市市税条例施行規

則（平成１８年能代市規則第４８号）の定めるところにより算出した所得金額

を認定所得金額とする。 

 なお、当該収入のほか、給与収入又は年金収入がある者は、給与収入及び年

金収入以外に係る認定所得金額と、算式２－１により算出した給与収入及び年

金収入に係る認定所得金額を合算したものをその者の認定所得金額とする。 

 

表１：給与収入又は年金収入が最も多い者の認定所得金額 

給与収入額又は年金収入額 認定所得金額 

２６８万円以下 ０万円 

２６８万円超４００万円以下 （収入額）×０．８－２１４万円 

４００万円超７８１万円以下 （収入額）×０．７－１７４万円 

７８１万円超 （収入額）－４０８万円 
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表２：その他の者の認定所得金額 

給与収入額又は年金収入額 認定所得金額 

６５万円以下 ０万円 

６５万円超１６２万円以下 （収入額）－６５万円 

１６２万円超１８０万円以下 （収入額）×０．６ 

１８０万円超３６０万円以下 （収入額）×０．７－１８万円 

３６０万円超６６０万円以下 （収入額）×０．８－５４万円 

６６０万円超１，０００万円以下 （収入額）×０．９－１２０万円 

１，０００万円超１，５００万円以下 （収入額）×０．９５－１７０万円 

１，５００万円超 （収入額）－２４５万円 

 

表３：特別控除額表（単位：万円） 

 特別の事情 
特 別 

控除額 

ア 母子父子世帯である  ９９ 

イ 
就学者がいる世帯である 
（児童生徒１人あたりの額、 

申請者本人を除く） 

小学校  ３１ 

中学校  ４６ 

高 等 学 校 

国公立 

自宅  ３９ 

自宅

以外 
 ６９ 

私 立 

自宅  ８８ 

自宅

以外 
１１８ 

高等専門学校 

（１～３年制） 

国公立 

自宅  ３９ 

自宅

以外 
 ６９ 

私 立 

自宅  ８８ 

自宅

以外 
１１８ 

高等専門学校 

（４、５年制） 

国公立 

自宅  ４３ 

自宅

以外 
 ７２ 

私 立 

自宅  ８７ 

自宅

以外 
１１６ 
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 特別の事情 
特 別 

控除額 

イ 
就学者がいる世帯である 
（児童生徒１人あたりの額、 

申請者本人を除く） 

大 学 

大 学 院 

短 期 大 学 

国公立 

自宅  ７４ 

自宅 

以外 
１２１ 

私 立 

自宅 １３３ 

自宅

以外 
１８０ 

専 修 

学 校 

高等 

課程 

国公立 

自宅  ３９ 

自宅 

以外 
 ６９ 

私 立 

自宅  ８８ 

自宅 

以外 
１１８ 

専門 

課程 

国公立 

自宅  ３６ 

自宅 

以外 
 ８１ 

私 立 

自宅 １０２ 

自宅 

以外 
１４７ 

ウ 火災、風水害、盗難等の被害を受けた世帯 
雑損控除 

の額 

 

表４：世帯人員別基準額 

世帯人員数 基準額 

１人 １３９万円 

２人 １９８万円 

３人 ２１２万円 

４人 ２２９万円 

５人 ２３９万円 

６人 ２５０万円 

７人 ２６２万円 

※７人を超える場合は、１人増すごとに１２万円を加える。 

※能代市奨学金及び能代市ふるさと人材育成・定住促進奨学金を併願する場合

は、第２希望の奨学金において、基準額に０．５を乗じたものを基準額とする。 

 

３ 申請者の順位 

 算式１により算出した数値の昇順で申請者の学資金に困難である程度の順位

を決定する。 
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ただし、能代市奨学金及び能代市ふるさと人材育成・定住促進奨学金の申請

者のうち次の〔１〕又は〔２〕に該当する者は、当該奨学金の補欠内定者とし、

その順位は前述の規定にかかわらず、それぞれ次の（ⅰ）又は（ⅱ）のとおり

とする。 

 

〔１〕能代市奨学金の貸与を過去に２回以上受けている 

〔２〕能代市ふるさと人材育成・定住促進奨学金の貸与を過去に１回以上受けている 

 

（ⅰ）当該申請日の属する年度において、当該申請日以後に奨学生の追加募集

を行わない場合 

〔１〕又は〔２〕に該当しない者で、補欠内定者として決定された者の

うち最も順位が低い者の次点から、当該奨学金の貸与回数の昇順で順位を

決定し、貸与回数が同値の場合は、算式１により算出した数値の昇順で順

位を決定する。 

ただし、〔１〕又は〔２〕に該当しない者で、補欠内定者として決定さ

れた者がいない場合は、当該奨学金の貸与回数の昇順で順位を決定し、貸

与回数が同値の場合は、算式１により算出した数値の昇順で順位を決定する。 

 

（ⅱ）当該申請日の属する年度において、当該申請日以後に奨学生の追加募集

を行う場合 

当該募集期間以後の募集において、〔１〕又は〔２〕に該当する者から

再度申請があったものとみなし、以後の選考において順位を決定する。 


